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１．富山県高岡市の概要

（１） 位置・地勢
• 富山県の北西部に位置。
• 天平18年（746）に万葉集の代表的歌人大伴家持
が越中の国守として赴任。在任5年の間に風光明
媚な雨晴海岸や二上山などを愛でて詠んだ220首
余りの秀歌を万葉集に残す。

• 慶長14年（1609）に加賀藩二代藩主・前田利長
が開いた城下町。

• 平成17年11月１日に旧高岡市、旧福岡町が合併し
て新市誕生。
【面積】209.57km2
【人口】166,641人（R4.3月末現在）

国宝 瑞龍寺 高岡大仏雨晴海岸 高岡おとぎの森公園

高岡銅器
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１．富山県高岡市の概要

（２） 総人口の動向

出典：国勢調査※総数には年齢不詳を含む、高岡市人口ビジョン（令和元年度改訂版）

185,682
181,229

176,061
172,125

166,393162,376
156,833

150,846
144,677

139,361
134,523

129,776
125,000

108,205

92,014

90,000

110,000

130,000

150,000

170,000

190,000

210,000

2000年2005年2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

実績値 推計値
(人)

人口

目標人口

平成30（2018）年推計人口（国立社会保障・人口問題研究所準拠）

平成25（2015）年推計人口（国立社会保障・人口問題研究所準拠）

【総人口の動向】

合計特殊出生率の向上、社会動態
の均衡を保ちつつ政策努力による
特に若い世代の社会増を目指し、
125,000人程度の人口を確保。
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１．富山県高岡市の概要

（３） 年齢３区分別人口の動向

38,420 42,878 47,565
53,973 54,956 56,690 55,099 53,814 54,038 52,513 49,893 46,374 42,635

121,690
114,701105,98594,740 86,993 87,743 83,403 78,401 71,594 67,758 65,645 64,763 63,987

25,469 23,616 21,773 19,223
16,902 17,943 18,331 18,631 19,045 19,090 18,985 18,639 18,378

20.7%
23.7%

27.0%

31.4%
33.0%

34.9% 35.1% 35.7% 37.4% 37.7% 37.1% 35.7% 34.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

0

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000

150,000

175,000

200,000

2000年2005年2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

実績値 推計値(人)
老年人口 生産年齢人口 年少人口 高齢化率

出典：国勢調査、高岡市人口ビジョン（令和元年度改訂版）

【年齢３区分別人口の動向】

上昇傾向にある高齢化率は、
2045年にピークを迎える。

4



１．富山県高岡市の概要

（４） 公共交通の概要

【高岡市公共交通マップ】 5

〇鉄軌道・バス
・北陸新幹線（１駅）
・JR城端線、城端線（10駅）
・あいの風とやま鉄道線（４駅）
・万葉線（16停留場）
・民間路線バス２社
・高岡市公営バス（６路線）
・地域バス（小勢地区）

〇タクシー
・市内６社

高岡駅

あいの風とやま鉄道「福岡駅」
高岡市公営バス
（福岡地域）

新高岡駅



２．福岡地域の概要

（１） 位置・地勢

• 福岡地域（福岡、山王、大滝、西五位、五位山、赤丸地区）は本市の
西部に位置し、主にあいの風とやま鉄道の福岡駅北側に市街地が形成。
北西には山間部が広がり約７割が山間部で占める。

• かつては菅笠の集散地として栄え、旧北陸街道に面する地区では菅笠
問屋の歴史的な風情が残る。

• 平成28年４月、「越中福岡の菅笠製作技術」「菅笠問屋の町並み」が
文化庁『日本遺産』の構成文化財に認定される。

• 平成29年３月 福岡町つくりもんまつりが「第21回ふるさとイベント
大賞」にて「大賞（内閣総理大臣賞）」を受賞。

【面積】58.86km2
【人口】12,238人（R４.３月末現在）

旧北陸街道
（菅笠問屋の街並み）

越中福岡の菅笠
（伝統的工芸品）

福岡町つくりもんまつり市指定無形文化財
「雅楽」 6



２．福岡地域の概要

（２）福岡駅周辺整備事業
◇福岡中央地区（第３期）都市再生整備計画
◇計画期間：平成31年度～令和５年度
◇目 標：福岡中央地区が有する生活基盤や歴史・文化資産を活かした「地域拠点の形成」
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３．基本構想の策定にあたり

（１） 背景及び目的

• 多種・多様化する市民ニーズに的確に対応し、
地域の実情に即した本市独自の福祉施策を有機
的かつ総合的に推進していくため、平成９年９
月に「高岡市福祉のまちづくり条例」を制定

• 交通結節点である高岡駅や新高岡駅等の鉄道駅
周辺の整備においては、バリアフリー法や条例
の基本理念に基づき、建築物や道路などの連続
性を確保した面的・一体的なバリアフリー化に
取り組んできた。

H27新高岡駅

H26高岡駅

現在進捗中の周辺整備事業と地区の中核である福岡駅
とのバリアフリー化をより重点的に推進するため、
「福岡駅前地区移動等円滑化基本構想」を策定

• 国においては、「高齢者、障害者等の移動等の
円滑化の促進に関する法律（以下、バリアフ
リー法）」を一部改正し、バリアフリーのまち
づくりに対する取組を強化
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３．基本構想の策定にあたり

（２） 協議会の構成員
本基本構想の策定にあたっては、学識経験者や関係機関等の14名で構

成された「福岡駅前地区移動等円滑化基本構想推進協議会」を設置した。

所属 委員数
学識経験者 １名
高齢者、障害者団体等の代表者 ３名
公共交通事業者（鉄道・タクシー事業者） ２名
関係団体の代表者（福岡地区連合自治会、社会福祉協議会、経済団体） ３名
関係行政機関の職員（国バリアフリー推進課、道路管理者、警察） ４名

市職員 １名

（３） 基本構想の期間

令和４年度（2022年度）を開始年次とし、５年後の令和８年度（2026
年度）までとする。
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３．基本構想の策定にあたり

（４） まち歩き点検及び関係者アンケート

本基本構想の策定に際し、バリアフリー化の現状を把握し、課題の共
有化を図るため、まち歩き点検をするとともに、高齢者・障がい者等の
移動制約者へのアンケート調査を実施した。

① まち歩き点検
目 的：駅・道路等のバリアフリー上の現状・課題を把握するもの
実施日：令和３年10月29日
出席者：18名（基本構想推進委員、施設管理者等）

【福岡駅の点検】 【整備中の福岡駅前広場の点検】 【整備中の国道８号の点検】
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３．基本構想の策定にあたり

② 関係者アンケート

目 的：施設の利用状況やバリアフリー上の問題意識等を把握するもの
実施期間：令和３年９月30日～11月２日
対 象 者：老人クラブ連合会、身体障害者協会、手をつなぐ育成会

【施設ごとのバリアフリー化に対する意見】

日常生活で移動の際に、不都合を感じていることについての質問
項目では、福岡駅におけるエレベーター未整備に関する意見が最も多く、
物理的なバリアフリー化対策が望まれている。
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３．基本構想の策定にあたり

② 関係者アンケート

【“心のバリアフリー“の推進に必要な取組について（複数回答）】

“心のバリアフリー”の推進にはどのような取組が必要と考えるかの質
問項目では、障がい者や高齢者等の特性・理解を深める啓発・広報活動や、
移動制約がある方への手助け・配慮を学ぶ教育活動が必要と考えている意見
が多い。

項 目 回答率

障がい者や高齢者、子ども連れの人の特性やニーズの理解を深めるための啓発・広報活動 35.8%

手助けを必要とする方に対する手助け方法を解説する住民向けのマニュアルの作成・普及 31.3%

様々な人の多様なニーズに対応したきめ細やかな配慮と応対を身に着ける行政機関や企業等
の職員に対するバリアフリー教育活動

31.3%

バリアフリーの取組の認知度を高めるためのバリアフリーマップ等の作成・普及 23.9%

障がい者・高齢者等の疑似体験や手助け方法を学ぶ「バリアフリー教室」の開催 23.9%

障がい者や高齢者等と市民や児童・生徒との交流機会の提供 22.4%

障がい者、高齢者や子ども連れの人の移動や切符購入のサポート等を行うボランティア活動
に対する取組の支援

20.9%

健常者のブラインドサッカーやフロアバレーへの参加等による、障がい者のない人が障がい
者の特性を理解できる取組の推進

10.4%

功労者への表彰などによる優れたバリアフリー・ユニバーサルデザインを推進する取組の普
及・啓発活動

4.5%
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３．基本構想の策定にあたり

（５） 基本構想に定める事項

推進協議会において、「移動等円滑化の促進に関する基本方針」の要
件等を踏まえ、重点整備地区、生活関連施設および生活関連経路の設定の
考え方に関する意見交換を行うとともに、まち歩き点検による生活関連施
設及び生活関連経路の課題を共有した。

また、高齢者・障がい者団体等へのアンケート調査やまち歩き点検の
結果を踏まえ、移動等円滑化の基本的な方針を整理し、移動等円滑化のた
めに実施すべき特定事業について検討を行った。

【本基本構想に定める事項】
バリアフリー法（第25 条）の規定に基づき、次に掲げる事項を定める。
① 重点整備地区における移動等円滑化の基本的な方針
② 重点整備地区の位置及び区域
③ 生活関連施設及び生活関連経路並びにこれらにおける移動等円滑化

に関する事項
④ 移動等円滑化のために実施すべき特定事業に関する事項

13



４．基本構想の内容

（１） 移動等円滑化の基本的な方針

誰もが安全で快適に移動でき、楽しく暮らせるまちづくりにあたっては、日常
生活又は社会生活において利用する施設についてハード・ソフト両面の移動等円
滑化が必要であり、国、地方公共団体、高齢者、障がい者、施設管理者等の関係
者が互いに連携・協力しつつ、移動等円滑化を総合的かつ計画的に推進していく
ことが重要である。
本基本構想では、「歩行者にやさしいまち ふくおか」を理念とし、以下の３つの基

本方針に基づき、バリアフリー化を推進していく。

基本方針１：安全で快適に暮らせる都市環境の形成

基本方針２：公共交通を利活用するライフスタイルへの転換

基本方針３：思いやりの心の醸成
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４．基本構想の内容

（２） 重点整備地区の位置及び区域

「バリアフリー法」および「移動等円滑化の促進に関する基本方針」の重
点整備地区の要件を踏まえ、本基本構想では以下の考え方に基づき重点整
備地区を設定。

設定の考え方

（Ａ）将来の方向性が市の上位・関連計画に位置づけられている地区
(1) 高岡市都市計画マスタープランにおける「地域生活拠点」
(2) 高岡市立地適正化計画における「都市機能誘導区域」
(3) 福岡中央地区（第３期）都市再生整備計画の区域

（Ｂ）日常生活を支えるサービス機能が集積する地区

(1) 生活関連施設のうち、旅客施設又は特別特定建築物（床面積2,000㎡以上）に

該当するものが概ね３施設以上所在する地区

（Ｃ）生活関連施設相互間の移動が通常徒歩で行われる地区

(1) 生活関連施設の立地が主要旅客施設から概ね半径１km圏内にある地区

（Ｄ）移動円滑化に係る事業を含む諸事業が一体的に実施される地区

（まちづくり整備事業等と連携して、都市機能の増進が図られる地区）

(1) 福岡中央地区（第３期）都市再生整備計画の区域

(2) 福岡駅前土地区画整理事業施行地区
15



４．基本構想の内容

（３） 生活関連施設及び生活関連経路
バリアフリー法に基づく生活関連施設・生活関連経路の定義を踏まえ、
まち歩き点検や関係者アンケートの実施により、本基本構想では以下の
考えで生活関連施設及び生活関連経路を設定。

主要旅客施設である福岡駅を中心に以下の施設（床面積2,000㎡以上）を生活関連施設に

設定します。

（Ａ）旅客施設、（Ｂ）官公庁施設、（Ｃ）福祉施設、（Ｄ）病院、

（Ｅ）文化・交流施設、（Ｆ）商業施設、（Ｇ）学校等、（Ｈ）公園・運動施設、

（Ｉ）その他施設

●生活関連施設の設定の考え方

●生活関連経路の設定の考え方

設定の視点 設定の考え方

（Ａ）より多くの人が利用する経路を

設定

・生活関連施設間を徒歩により移動する頻度が高い

と想定される経路を設定

（Ｂ）生活関連施設相互のネットワー

クを構成できる経路を設定

・旅客施設から概ね半径１km以内にある生活関連施
設を結ぶ経路を設定

（Ｃ）関連計画と整合した経路を設定 ・まちづくり整備事業等と整合した経路を設定
16



４．基本構想の内容

■凡例

重点整備地区 土地区画整理事業施行地区

生活関連経路 国道 県道

生活関連施設（旅客施設または床面積2,000㎡以上の特別特定建築物）

旅客施設 官公庁施設 福祉施設

文化・交流施設 商業施設

№ 生活関連経路　路線名称（路線番号） 移動等円滑化の方針

・市道福岡駅前４号線（I415）

・一般県道福岡停車場線（263）

・一般国道８号（8）

・主要地方道押水福岡線（75）

・市道岸渡川・大滝線（I26）

② ・一般国道８号（8）

①

　生活関連経路に位置付けられた
路線は、移動等円滑化基準への適
合に努めます。また、その他路線
についても移動等円滑化された経
路等を適切に維持します。

17

●重点整備地区、生活関連施設及び生活関連経路の設定



４．基本構想の内容

（４） 移動等円滑化のために実施する特定事業

【公共交通特定事業】
●福岡駅

•改札（下りホーム）と上りホーム
を結ぶエレベーターの設置

【道路特定事業】
●市道福岡駅前４号線（生活関連経路 №①）

•移動の連続性、安全性、快適性を確保した
駅前広場の整備

•駅舎との段差解消や歩道のフラット化
•視覚障がい者誘導用ブロックの整備

●一般国道８号（生活関連経路 №①、№②）
•歩道及び交差点の隅切りの拡幅
•歩道のフラット化
•視覚障がい者誘導用ブロックの整備

【教育特定事業】

●全市民
•出前講座による障がい者理解促進
及び啓発活動（「心のバリアフ
リー」の用語認知度の向上や「ヘ
ルプマーク」の認知向上など）

●小学生
•バリアフリーに関する
啓発パンフレットの作成

一般国道８号（富山方面を望む）福岡駅前広場イメージ

福岡駅（上りホームから駅舎を望む）

18

【都市公園特定事業】
●（仮称）蓑川１号公園

•公園の新設



おわりに

高岡市福岡町にぜひ遊びにいらしてください！

４月「福岡さくらまつり」
（岸渡川堤桜並木周辺）

日本遺産の構成文化財
「菅笠問屋の町並み」
（旧北陸街道沿道）

「ミュゼふくおかカメラ館」
（安藤忠雄氏による建築）

雅楽の装束等を展示する
「雅楽の館」

9月23日・24日 300有余年続く伝統の奇祭
「福岡町つくりもんまつり」（福岡町市街地一円）

富山県出身力士「朝乃山」


